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生産管理分野 

製造現場のマネジメントシステムを活用した品質管理技術 
 

受講対象者 
生産工程の改善や品質管理の業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役
割を担う方、又はその候補者の方 

講習内容等 

生産工程の効率化（改善）をめざして、マネジメントシステムの構築に必要な事項及びマニ
ュアル作成手法を理解するとともに、構築したシステムの有効性の検証方法について、改善
事例を通して習得します。 
 
・業務確認（組織の業務の流れ） 
・４Ｍ管理の概要（人の管理、方法・手法の検討・改善、機械・設備の管理、等） 
・品質マネジメントシステムの構築（ISO9001 の概要、資源の運用管理、等） 
・ＱＭＳ作成実習（マニュアル化に必要な要素、顧客要求事項の明確化、等） 
・改善事例 
・まとめ 

講師 NPO テクノサポート（内田 均） 

【使用機器等】 パソコン、プロジェクター等 

【持参品】 筆記用具 

コース番号 日    程 

S1101 平成 29 年 1 月 17 日（火）、18 日（水）【追加コース】 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（６時間／日） 10 名 8,000 円（税込） 

 

⑯

NEW

 ○セミナー受講後の利用者の声⑤　～生産管理セミナー～

平成 27 年度に能力開発セミナーを受講した方々の声です。

 受講者の声
a.　ゆっくり時間をかけて現場の仕事を整理したことがなかったため、わからないことが多いことに気づけた。

	 	 （「実践　生産性改善」受講者）

b.　同時に受講していた他社の方も自分と同様の課題を持っておられ、演習問題の回答を発表する時の内容が

参考になった。	 （「製造現場における工程管理技法と改善」受講者）

c.　「TPM 活動」というものを初めて知り業務で実践していきたいと感じました。

	 	 （「高生産性を維持するための設備管理と故障診断」受講者）

 事業主の声

a.　工程管理をする上で、コストを考えながら管理するようになったと思われる。

	 	 （「製造現場における工程管理技法と改善」受講企業）

b.　部品倉庫の整理・整頓をしたことにより、手間が省け、別な作業に時間を費やせるようになった。必要最

低限の在庫数で、コスト削減するようになった。	（「現場の問題解決実践（５S の実践と定着）」受講企業）


